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TOPICS
平成31年度予算を審査

議案の審議結果

常任委員会の報告

ここが聞きたい　11人が一般質問

議会報告会のお知らせ

チームワークで勝ち取った勝利（帷子バレーボール）

子育て世代による
　意見交換会を開催



　
可
児
市
議
会
で
は
、こ
れ
か
ら
の
可
児
市
を
担
う
若
い
世
代
の
声
を
聞
き
、
若

い
世
代
が
住
み
た
い
と
感
じ
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
政
策
に
反
映

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
、
２
つ
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

高
　
校
　
生
　
議
　
会

開
催
日
　
平
成
31
年
２
月
５
日

場
　
所
　
市
役
所
５
階
　
議
場
及
び
委
員
会
室

内
　
容
　�

今
年
11
月
に
開
催
さ
れ
る
「
全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト
」
や
２
０
２
０
年

の
大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」
放
映
に
当
た
り
、
こ
れ
か
ら
の
可

児
市
の
Ｐ
Ｒ
や
集
客
に
つ
い
て
、
８
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
可
児
高

校
生
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
議
場
に
お
い
て
意
見

を
発
表
し
て
も
ら
い
、
議
員
か
ら
の
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

厳粛な議場で緊張の面持ち

　
参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
、
可
児
市

の
良
い
と
こ
ろ
や
、
明
智
光
秀
の
人

物
像
を
ど
の
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
し
た
ら
い

い
の
か
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
、
真

剣
に
議
論
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
可
児
市
の

歴
史
や
魅
力
に
つ
い
て
知
る
機
会
と

な
り
、
地
域
愛
の
醸
成
に
つ
な
が
っ

た
と
思
い
ま
す
。

子
育
て
世
代
に
よ
る
意
見
交
換
会

開
催
日
　
平
成
31
年
1
月
25
日

場
　
所
　
子
育
て
健
康
プ
ラ
ザ
「
マ
ー
ノ
」

内
　
容
　�

昨
年
５
月
、可
児
駅
前
に
オ
ー
プ
ン
し
た
子
育
て
健
康
プ
ラ
ザ「
マ
ー

ノ
」
に
つ
い
て
、
子
育
て
世
代
の
方
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

単
な
る
行
政
へ
の
要
望
で
は
な
く
、
改
善
策
も
含
め
た
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

活発な意見交換

　「
開
館
時
間
が
長
く
て
子
ど
も
の

居
場
所
が
で
き
た
」
な
ど
の
良
い
点

や
、「
授
乳
室
を
も
っ
と
使
い
勝
手
の

い
い
も
の
に
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の

要
望
、
ま
た
、「
開
催
す
る
講
座
を

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
動
画
配
信
す
る
」

な
ど
の
提
案
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
他
の
お
母
さ
ん

の
頑
張
り
や
新
し
い
情
報
を
知
る
こ

と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」「
マ
ー
ノ
の

良
さ
を
も
っ
と
発
信
し
て
い
き
た

い
」
と
い
う
感
想
が
出
て
い
ま
し
た
。

若
い
世
代
の
声
を
議
会
へ

グループごとに発表
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第 １回定例会

平成31年度予算案を審査

税金の使い道が決まりました
一般会計

314億5000万円

総　　額

590億3750万円

一般会計
３１４億５０００万円

特別会計
国民健康保険事業

１０７億３８００万円
後期高齢者医療

１２億　７００万円
介護保険

７０億８１７０万円
自家用工業用水道事業

１億６０００万円
農業集落排水事業

１億７５００万円
可児駅東土地区画整理事業

２億　　９０万円
財産区

２９９０万円

企業会計
水道事業

３１億１１００万円
下水道事業

４８億８４００万円

　平成31年（2019年）第 1回定例会を 2月26日から
3月22日までの25日間の会期で開き、平成31年度予
算など29議案を審議しました。
　このうち、平成31年度予算案については、 2日に
わたり 9時間かけて説明を聞いた後、113項目の質
疑を経て、提案どおり可決しました。

各会計予算 一般会計予算の内訳構成

自主財源
６１．３％

依存財源
３８．７％

市税
４６．７％

５．３％
諸収入

繰入金　４．９％繰越金　１．６％

その他　２．８％

１７．４％
国・県支出金

地方交付税
６．９％

市債
６．６％

その他
７．８％

歳入

民生費　３５．１％

総務費
１４．５％教育費

１３．７％

土木費
１１．７％

公債費
８．３％

衛生費
７．５％

その他
８．３％

議会費
０．９％

歳出主な事業について、次ページで紹介します。
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予算編成 ４ つの柱と主な事業
　これまで取り組んできた ４つの重点方針を継続し、「住みごこち一番・可児」の実現に向け、
「安心なまち」「元気なまち」「楽しいまち」をつくるための持続的な発展を目指す内容となっ
ています。
　市が重点事業と位置づけている事業の中から、新規事業や予算額の大きい事業を中心に掲
載します。

１ 　高齢者の安気づくり 

 高齢者生きがい推進事業　　２３４２万円
　民生委員や行政関係者による80才以上の方へ
の訪問、75才以上の方への通信発送や、老人ク
ラブへの支援等、高齢者の社会参加を促し生き
がいづくりを推進する事業を行います。

・介護サービス経費等� ６5億３7１４万円
・後期高齢者医療事業� ９ 億5２0６万円
・成人各種健康診査事業� １ 億４0２5万円

民生委員による訪問

２ 　子育て世代の安心づくり

子育て支援拠点運営事業　　５５５８万円
　地域子育て支援センターの運営支援や、昨年
5月にオープンした子育て健康プラザ「マーノ」
での利用者支援事業を行います。

・市立保育園管理運営経費� ２ 億50２２万円
・キッズクラブ運営事業� １ 億４5２5万円
・児童センター管理運営事業� 5４２３万円

マーノ内　絆（きっずな）るーむ

３ 　地域・経済の元気づくり

大河ドラマ活用推進事業　　 １ 億２４２７万円
　２0２0年のＮＨＫ大河ドラマで明智光秀が取り
上げられることを活かし、全国への発信及び観
光誘客を進めます。

・文化創造センター大規模改修事業� 8 億5６３0万円
・可児御嵩IC隣接流通・工業団地開発事業
� ６000万円
・全国山城サミット開催経費� 800万円

明智城大手門跡（瀬田地内）

４ 　まちの安全づくり

災害対策経費　　１７２８万円
　防災備蓄品の適正な管理を行います。また、危
険区域に居住する要支援者に対して災害情報の発
令を知らせるオートコールサービスを開始します。

・道路維持事業� ２ 億４8９0万円
・市道１１7号線改良事業� １ 億３8４5万円
・公共交通運営事業� １ 億5４87万円

備蓄食料、飲料水

※ １万円未満切り捨て
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◆平成３１年度予算に対して議会が行った提言に対する市の対応◆

　平成３0年 ９ 月定例会において行った、平
成３１年度予算編成へ活かすための ６つの提
言に対して、以下のとおり回答を受け取り、
予算にどのように反映されたかを確認しま
した。

１ .災害時の情報伝達について
　発災時、市民への情報伝達が十分に行えるよう、防災アプリの導入も含めた様々な伝達方法の構
築を図ること。また、「すぐメールかに」の広報活動を強化し、登録者の拡充に努めること。
【回答】「すぐメールかに」登録拡充への取り組みを継続するとともに、「YAHOO！防災速報ア

プリ」の登録や「FMらら」の聴取に関し同時に啓発していく。また、土砂災害警戒区域等
に住む要支援者に対し、「オートコールサービス」を導入し、様々な情報伝達で災害情報を
届ける仕組み作りを構築する。

２ .ふるさと応援寄附金について
　寄附者に個々の事業を応援していただくため、具体的な事業内容や実現可能達成額を示すなど、
魅力あるメニューを作成すること。
【回答】魅力あるメニューとするよう毎年度見直しを行っており、寄附者に共感してもらえる事業

や本市の特徴を生かしたメニューを作成する。

３ .自治会加入について
　地域防災において自治会の担う役割は大きい。市民への情報提供のあり方や条例化などの対応策
を研究し、加入率の低い若者世代や外国人定住者を含め加入促進を図ること。
【回答】平成３１年 １ 月に自治連絡協議会に設置された「自治会加入促進検討委員会」を積極的に支

援するとともに、市民へのよりよい情報提供に向け、ホームページの見直しなどを図る。

４ .交通安全対策について
　道路整備に際し、歩行者及び自転車が安全に通行（通学）できるよう配慮し、利用者が安心でき
るまちづくりを行うこと。
【回答】「通学路交通安全プログラム」に基づき、関係機関と連携し整備する。

５ .小中学校、保育園、幼稚園の暑さ対策について
　猛暑への対応として、早期に空調設備設置を行うこと。
【回答】平成３0年度補正予算により、今夏までにすべての市立保育園・幼稚園の保育室等に空調設

備が設置される見込み。

６ .キッズクラブ待機児童の解消について
　キッズクラブの待機児童について、市長部局と教育委員会が共に待機児童解消に努めること。
【回答】教育委員会と継続して協議を行い、学校での受け入れ場所の確保を進める。増加が著しい

土田小学校キッズクラブの専用教室増設の実施設計を行う。

予算決算審査サイクル

予算説明 決算説明

決算質疑

提言案検討

市長へ通知
（本会議場）

予算審査６回目

予算審査３～５回目

予算審査１・２回目

討論・採決

決算審査１・２回目

決算審査３～５回目

分科会

決算審査６回目

（常任所管単位）

討論・採決

提言の
反映 提言

予 算 審 査 決 算 審 査

予算質疑
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予
算
決
算
委
員
会

　
今
期
定
例
会
で
は
平
成
31
年
度
予

算
14
件
、
平
成
30
年
度
補
正
予
算
６

件
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
予
算
審
議
を
経
て
、
今
後

の
予
算
執
行
に
関
す
る
７
点
の
要
望

を
行
い
ま
し
た
。

◆
◆
討
論
◆
◆

一
般
会
計

　
　
低
所
得
層
ほ
ど
配
分
が
少
な
く

負
担
が
重
く
の
し
か
か
る
消

費
税
増
税
の
も
と
で
の
予
算
で
あ
る

こ
と
、
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

や
リ
ニ
ア
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
分

担
金
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
グ
ラ

ン
ド
ル
ー
ル
に
よ
り
一
般
競
争
入
札

に
付
す
べ
き
事
業
が
随
意
契
約
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
反
対
。

　
帷
子
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

移
設
が
遅
れ
て
い
る
。
高
齢
者
孤
立

防
止
事
業
と
高
齢
者
の
安
気
づ
く
り

に
は
欠
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
一
日
も

早
い
移
設
を
望
む
。

　
ま
た
、
美
濃
桃
山
陶
の
聖
地
整
備

事
業
、
全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト
、
大
河

ド
ラ
マ
活
用
推
進
事
業
は
連
携
し
て

一
体
的
に
進
め
る
べ
き
で
、
実
施
設

計
も
終
了
し
て
い
る
郷
土
歴
史
館
の

改
修
工
事
が
見
送
ら
れ
た
の
は
極
め

て
遺
憾
で
あ
る
。

　
　
予
算
規
模
は
減
額
と
な
っ
た
も

の
の
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
持
続
的
発
展
を
目
指
そ
う
と
す
る

姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
市
税
は
、
前
年
度
対
比
2
・
6
％

増
で
歳
入
に
占
め
る
割
合
は
46
・

7
％
と
、
適
切
な
歳
入
の
確
保
が
な

さ
れ
て
い
る
。

　
市
債
は
、
可
児
駅
前
線
街
路
事
業
、

可
児
駅
自
由
通
路
整
備
事
業
、
臨
時

財
政
対
策
債
な
ど
の
影
響
で
減
少
、

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修
事

業
や
庁
舎
空
調
設
備
事
業
な
ど
に
は
、

財
源
的
に
有
利
な
合
併
特
例
債
の
有

効
活
用
や
公
共
施
設
整
備
基
金
を
活

用
す
る
な
ど
、
効
果
的
な
予
算
計
上

が
な
さ
れ
て
い
る
。

　「
高
齢
者
の
安
気
づ
く
り
」
と
し
て
、

新
た
に
高
齢
者
を
孤
立
さ
せ
な
い
仕

組
み
の
構
築
、「
子
育
て
世
代
の
安
心

づ
く
り
」
と
し
て
、
特
別
な
配
慮
が
必

要
な
家
庭
へ
の
支
援
の
強
化
、
保
護

者
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の
キ
ッ
ズ

ク
ラ
ブ
整
備
を
行
う
と
し
て
い
る
。「
地

域
・
経
済
の
元
気
づ
く
り
」
と
し
て
、

大
河
ド
ラ
マ
活
用
関
連
事
業
、
全
国

山
城
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
、
可
児
御
嵩

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
隣
接
流
通
・
工
業

団
地
開
発
事
業
、「
ま
ち
の
安
全
づ
く

り
」
と
し
て
、
オ
ー
ト
コ
ー
ル
サ
ー
ビ

ス
事
業
、
可
児
駅
東
土
地
区
画
整
理

事
業
な
ど
も
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
一

定
の
予
算
規
模
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　「
住
み
ご
こ
ち
一
番
・
可
児
」
を

将
来
像
と
し
た
４
つ
の
重
点
方
針
に

基
づ
い
た
施
策
と
、
次
世
代
に
大
き

な
負
担
を
か
け
な
い
財
政
基
盤
に
も

配
慮
し
た
予
算
で
あ
り
、
賛
成
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
　
軽
減
措
置
が
廃
止
さ
れ
負
担
増

と
な
る
中
、
消
費
税
対
策
と
さ

れ
る
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

加
入
年
数
に
比
例
し
、
生
活
の
苦
し

い
人
ほ
ど
支
給
額
も
少
な
い
。
高
齢

者
の
生
活
を
脅
か
す
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
は
反
対
。

　
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
県
単

位
で
運
営
さ
れ
、
窓
口
で
の
自

己
負
担
区
分
、
高
額
療
養
費
、
葬
祭

費
な
ど
県
内
同
一
で
あ
る
。
ま
た
、

各
種
健
診
に
取
り
組
み
、
被
保
険
者

の
健
康
保
持
増
進
を
図
っ
て
い
る
。

　
保
険
料
や
一
般
会
計
か
ら
の
法
定

繰
入
金
を
確
保
し
、
広
域
連
合
と
連

携
し
な
が
ら
、
健
全
な
財
政
運
営
や

事
業
運
営
が
行
わ
れ
て
お
り
、
賛
成
。

反対

賛成

反対賛成

常
任
委
員
会
報
告

第
１
回
定
例
会
の
議
案
審
査
等
の
概
要
で
す
。
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介
護
保
険
特
別
会
計

　
　
平
成
30
年
８
月
か
ら
の
一
部
利

用
者
の
負
担
割
合
増
加
、
10
月

か
ら
の
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

制
限
な
ど
、
給
付
抑
制
が
拡
大
さ
れ

て
い
る
。

　
今
後
は
、
要
介
護
１
及
び
２
の
生

活
援
助
サ
ー
ビ
ス
の
総
合
事
業
へ
の

移
行
や
、
施
設
の
食
費
、
部
屋
代
を

軽
減
す
る
補
足
給
付
の
資
産
要
件
に

宅
地
な
ど
固
定
資
産
を
導
入
す
る
こ

と
も
議
論
さ
れ
て
お
り
、
ま
す
ま
す

保
険
あ
っ
て
介
護
な
し
の
状
況
が
広

が
る
懸
念
が
あ
り
、
反
対
。

　
　
引
き
続
き
第
７
期
計
画
に
基
づ

き
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
、
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い

活
動
と
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
す

介
護
予
防
活
動
や
医
療
と
介
護
の
連

携
、
認
知
症
対
策
等
の
各
種
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
第
８
期
計
画
作
成
に
向
け

た
調
査
や
、
低
所
得
者
へ
の
軽
減
を

見
込
む
な
ど
の
介
護
保
険
制
度
を
安

定
的
に
継
続
し
て
い
く
予
算
と
な
っ

て
お
り
、
賛
成
。

総
務
企
画
委
員
会

犯
罪
被
害
者
の
権
利
利
益
の

保
護
を

　
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

Q
　犯
罪
被
害
者
等
の
定
義
は
。

A
　
犯
罪
等
に
よ
り
害
を
被
っ
た
者

及
び
そ
の
遺
族
で
、
本
市
に
住
民
登

録
の
あ
る
方
。

Q
　犯
罪
被
害
者
等
見
舞
金
の
支
給

基
準
は
。

A
　
被
害
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合
に

遺
族
に
支
払
わ
れ
る
遺
族
見
舞
金
と
、

犯
罪
行
為
に
よ
り
重
傷
病
を
負
っ
た

方
へ
の
重
傷
病
見
舞
金
と
の
２
本
立

て
で
、
別
途
規
則
に
よ
り
金
額
を
定

め
る
。
刑
法
犯
罪
と
特
別
法
犯
罪
が

対
象
と
な
る
が
、
犯
罪
の
種
別
に
よ

る
見
舞
金
の
多
寡
は
な
い
。

�

消
費
税
増
税
中
止
を
求
め
る

請
願

　「
消
費
税
増
税
中
止
を
求
め
る
意

見
書
」
提
出
を
求
め
る
請
願
に
つ
い

て
審
査
し
た
結
果
、
不
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

　
　
主
旨
は
理
解
で
き
る
が
、
既
に

国
に
お
い
て
法
律
が
制
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
改
め
て
の
意

見
書
提
出
に
つ
い
て
は
反
対
。

　
　
現
在
非
常
に
消
費
が
冷
え
込
ん

で
い
る
。
可
処
分
所
得
も
結
果

的
に
物
価
の
上
昇
に
追
い
つ
い
て
い

な
い
状
況
に
あ
っ
て
、
請
願
内
容
に

共
感
で
き
る
の
で
賛
成
。

建
設
市
民
委
員
会

可
児
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を

設
置

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
組
織
及
び

運
営
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
審
査
し
ま
し
た
。

　
　
相
談
員
の
資
格
、
体
制
は
。

A
　
国
家
資
格
で
あ
る
消
費
生
活
相

談
員
資
格
の
あ
る
者
と
、
相
談
員
資

格
の
み
な
し
合
格
と
さ
れ
る
消
費
生

活
専
門
相
談
員
、
消
費
生
活
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
合
わ
せ
て
３
名
の
体
制
で

あ
る
。

教
育
福
祉
委
員
会

災
害
援
護
資
金
の
貸
付
利
率
等

を
改
正

　
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
審
査
し

ま
し
た
。

Q
　月
賦
償
還
の
方
法
は
。

A
　
元
利
均
等
で
あ
る
た
め
一
定
額

で
の
償
還
と
な
る
。

Q
　貸
付
限
度
額
の
基
準
と
な
る
被

害
の
程
度
は
ど
の
様
に
判
断
す
る
の

か
。

A
　
罹
災
証
明
等
で
判
断
す
る
こ
と

と
な
る
。

反対賛成

反対賛成Q
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提出された議案と審議結果
　第 1回定例会に提出された議案は、予算20件、条例 6件、人事 2件、その他 1件
であり、それ以外に請願 1件と委員会発案 3件がありました。請願以外はすべて原
案のとおり可決しました。

番号 件名 結果

議
案

1 平成31年度一般会計予算 ○

2 平成31年度国民健康保険事業特別会計予算 ◎

3 平成31年度後期高齢者医療特別会計予算 ○

4 平成31年度介護保険特別会計予算 ○

5 平成31年度自家用工業用水道事業特別会計予算 ◎

6 平成31年度農業集落排水事業特別会計予算 ◎

7 平成31年度可児駅東土地区画整理事業特別会計予算 ◎

8 平成31年度土田財産区特別会計予算 ◎

9 平成31年度北姫財産区特別会計予算 ◎

10 平成31年度平牧財産区特別会計予算 ◎

11 平成31年度二野財産区特別会計予算 ◎

12 平成31年度大森財産区特別会計予算 ◎

13 平成31年度水道事業会計予算 ◎

14 平成31年度下水道事業会計予算 ◎

15 平成30年度一般会計補正予算（第5号） ◎

16 平成30年度介護保険特別会計補正予算（第2号） ◎

17 平成30年度可児駅東土地区画整理事業特別会計
補正予算（第2号） ◎

番号 件名 結果

議
案

18 平成30年度水道事業会計補正予算（第1号） ◎

19 平成30年度下水道事業会計補正予算（第3号） ◎

20 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正 ◎

21 行政財産の目的外使用に係る使用料徴収条例の一部改正 ◎

22 災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正 ◎

23 犯罪被害者等支援条例の制定 ◎

24 消費生活センターの組織及び運営等に関する条例の制定 ◎

25 水道の布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条例の一部改正 ◎

26 副市長の選任 ◎

27 可茂広域公平委員会委員の選任 ◎

28 市道路線の認定 ◎

29 平成30年度一般会計補正予算（第6号） ◎
請
願 1 国に対し「消費税増税中止を求める意見書」の提出を求める請願 △

発
委

1 可児市議会市政経営計画検討会議の設置 ◎

2 可児市議会委員会条例の一部改正 ◎

3 太陽光発電設備の立地規制等に係る法整備等を求める意見書 ◎

【結果の表示記号】
 ◎全会一致で可決　〇賛成多数で可決　△賛成少数で不採択

議案の詳しい内容については、議会ホームページで確認いただくか、議会事務局窓口で閲覧することができます。

第 １回定例会の賛否一覧　※これ以外の案件等は、全会一致で可決しています。
大
平
　
伸
二

田
原
　
理
香

髙
木
　
将
延

渡
辺
　
仁
美

出
口
　
忠
雄

伊
藤
　
　
壽

板
津
　
博
之

勝
野
　
正
規

天
羽
　
良
明

澤
野
　
　
伸

酒
井
　
正
司

川
上
　
文
浩

野
呂
　
和
久

川
合
　
敏
己

山
田
　
喜
弘

山
根
　
一
男

中
村
　
　
悟

伊
藤
　
健
二

冨
田
　
牧
子

亀
谷
　
　
光

可
児
　
慶
志

林
　
　
則
夫

議案第 1号
　平成31年度一般会計予算 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○

議案第 3号
　平成31年度後期高齢者医療特別会計予算 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○

議案第 4号
　平成31年度介護保険特別会計予算 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○

請願第 1号
　�国に対し「消費税増税中止を求める意見書」の提出を
求める請願

● 欠 ● ○ ● ● ● ● ● - ● ● ● ● ● ○ ● ○ ○ ● ● ●

※○は賛成　●は反対　　※議長（澤野伸）は採決に加わらない。※田原理香議員は体調不良により欠席

　市内にも太陽光発電施設が増えてきており、景観の阻害、生活環境の悪化を招くことも危惧されます。
このため、立地規制に係る法整備や地元自治体の意見を反映させる仕組みの構築等を求める意見書が建設
市民委員会より提案され、国へ提出することとなりました。

太陽光発電施設の立地規制等に係る法整備を求める意見書
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全
国
的
に
学
校
管
理
下
で

サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
転
倒
等
大
事
故

が
多
く
起
こ
っ
て
い
る
。
本
市
が

管
理
す
る
場
所
に
鉄
製
の
サ
ッ

カ
ー
ゴ
ー
ル
は
ど
れ
だ
け
あ
る
か
。

　
　
運
動
施
設
で
本
市
が
管
理
し

て
い
る
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
は
、
す

べ
て
ア
ル
ミ
製
ゴ
ー
ル
に
な
っ
て

い
る
。
一
方
学
校
で
は
、
小
学
校

11
校
で
20
対
の
内
13
対
、
中
学
校

５
校
で
８
対
の
内
３
対
が
鉄
製
で

あ
る
。

ア
ル
ミ
製
に
入
れ
換
え
安
全
対

策
を

　
　
鉄
製
の
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
は

重
量
が
重
い
た
め
移
動
が
難
し
く
、

転
倒
し
た
際
に
大
事
故
に
な
り
か

ね
な
い
。
ま
た
、
前
に
倒
れ
や
す

い
た
め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塊
を

重
石
に
し
て
固
定
し
て
い
る
ゴ
ー

ル
も
あ
る
。
子
ど
も
の
転
倒
時
の

危
険
性
を
考
え
、
軽
く
て
丈
夫
な

ア
ル
ミ
製
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
に
早

期
に
入
れ
換
え
を
。

　
　
鉄
製
で
も
ア
ル
ミ
製
で
も
事

故
未
然
防
止
対
策
は
必
要
で
あ
る
。

重
量
が
軽
い
ア
ル
ミ
製
サ
ッ
カ
ー

ゴ
ー
ル
に
入
れ
換
え
れ
ば
事
故
が

防
止
で
き
る
と
は
一
概
に
考
え
て

い
な
い
。
今
後
も
他
の
備
品
と
同

様
に
、
学
校
か
ら
の
要
望
の
優
先

順
位
な
ど
を
勘
案
し
て
予
算
の
範

囲
内
で
更
新
し
て
い
く
。

QAQ

A

一 般
11
人
が
市
政
を
問
う

質
問

　
市
の
方
針
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
わ
る
大
切
な
内

容
に
つ
い
て
、
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
の
紙
面
は
、
質
問
議
員
が
作
成
し
て
い
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
議
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

下記二次元コードを読み取っ
ていただくと議場での様子を
映像にてご覧いただけます。

サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
の
早
期
改
善
を

天
あも
羽
う
　良

よし
明
あき

アルミ製サッカーゴール
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社
会
構
造
の
変
化
に
よ
り
市

財
政
運
営
は
厳
し
さ
を
増
す
。
そ

の
対
応
策
は
。

　
　
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
等

に
よ
り
、
将
来
、
歳
入
の
根
幹
で

あ
る
市
税
収
入
の
大
幅
な
増
加
は

見
込
め
な
い
。
歳
出
で
は
社
会
保

障
費
の
増
加
は
避
け
ら
れ
ず
、
学

校
、
地
区
セ
ン
タ
ー
等
の
施
設
を

初
め
、
道
路
、
河
川
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
も
欠
か
せ
な
い
。

　
2
0
2
0
年
度
に
ス
タ
ー
ト
す

る（
仮
称
）可
児
市
政
経
営
計
画
で

は
今
後
の
厳
し
い
財
政
状
況
に
お

い
て
も
適
切
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
が

継
続
で
き
る
よ
う
、
施
策
の
取
捨

選
択
と
推
進
を
図
る
。
ハ
ー
ド
面

で
対
応
で
き
な
い
部
分
を
ソ
フ
ト

面
で
補
う
こ
と
や
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
の
協
働
な
ど
を
工
夫
し
た
い
。

環
境
保
護
施
策
の
推
進
加
速
を

　
　
地
球
環
境
を
悪
化
さ
せ
ず
に

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
事
は
我
々
の

責
務
だ
。
環
境
に
配
慮
し
た
潤
い

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

は
。

　
　
計
画
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量

削
減
目
標
は
達
成
で
き
る
見
込
み
。

危
険
な
街
路
樹
30
本
程
度
は
伐
採

す
る
が
、
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
視
点
で
、
地
域
要
望
な
ど
を
踏

ま
え
街
路
樹
の
更
新
を
進
め
た
い
。

　
　
　

QA

QA

市
財
政
の
将
来
見
通
し
は

酒
さか
井
い
　正

まさ
司
し

長坂団地の長年よく管理された街路樹

　
　
市
と
し
て
通
学
路
等
に
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
を
必
要
と
す
る
箇

所
は
想
定
し
な
い
の
か
。
ま
た
、

自
治
会
等
が
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る
場
合
、
市
補
助
制
度
に
追
加

で
き
な
い
か
。

　
　
現
時
点
で
は
、
可
児
警
察
署

と
効
果
的
な
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

に
つ
い
て
検
討
・
研
究
を
行
っ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。 

　
ま
た
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が

本
当
に
効
果
が
あ
る
の
か
、
本
市

の
見
守
り
シ
ス
テ
ム
で
は
不
十
分

な
の
か
と
い
っ
た
懸
念
が
あ
り
、

効
果
が
判
断
で
き
な
い
も
の
に
対

し
て
、
補
助
制
度
を
設
け
る
予
定

は
な
い
。

防
犯
計
画
の
策
定
は

　
　
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
、
犯

罪
を
未
然
に
防
ぐ
と
い
う
観
点
か

ら
「
可
児
市
版　
防
犯
計
画
」
を

策
定
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の

中
で
防
犯
体
制
の
充
実
を
図
る
べ

き
で
は
。

　
　
本
年
度
、
可
児
地
区
防
犯
協

会
と
可
児
警
察
署
が
協
同
し
て
、

防
犯
上
の
ポ
イ
ン
ト
が
記
載
さ
れ

て
い
る
防
犯
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
を

作
成
し
た
。
今
後
も
可
児
警
察
署
、

可
児
地
区
防
犯
協
会
、
各
種
団
体

や
地
域
等
と
連
携
す
る
こ
と
で
防

犯
活
動
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、

改
め
て
可
児
市
版
防
犯
計
画
を
策

定
す
る
必
要
性
は
考
え
て
い
な
い
。

QAQ

A

防
犯
体
制
の
充
実
を

勝
かつ
野
の
　正

まさ
規
き

みのかも防犯まちづくり推進計画（概要版）
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皇
位
継
承
に
伴
う
特
別
法
で

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
は

十
連
休
と
な
り
、
市
民
生
活
に
大

き
な
影
響
が
出
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
。
市
内
の
医
療
体
制
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　
　
可
児
地
域
の
一
次
医
療
体
制

は
御
嵩
町
と
連
携
し
て
可
児
医
師

会
と
協
議
中
だ
が
、
連
休
中
も
診

療
す
る
医
療
機
関
が
何
カ
所
か
あ

る
見
込
み
だ
。

　
　
改
元
の
５
月
１
日
は
大
安
で

あ
り
婚
姻
届
な
ど
の
集
中
が
予
想

さ
れ
る
が
市
窓
口
業
務
の
体
制
は
。

　
　
改
元
の
日
の
５
月
１
日
は
、

婚
姻
届
の
来
訪
者
が
多
く
見
込
ま

れ
、
臨
時
の
戸
籍
窓
口
開
設
を
考

え
て
い
る
。
日
直
も
１
人
増
員
の

４
人
態
勢
と
す
る
。
５
月
５
日
は

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で
の
間
、
市
民
課
、
税
務
課
、

収
納
課
で
日
曜
窓
口
を
開
設
す
る
。

連
休
中
の
子
ど
も
の
居
場
所
作

り
は

　
　
子
育
て
健
康
プ
ラ
ザ
や
地
域

の
児
童
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
子
ど
も

の
居
場
所
へ
の
配
慮
は
。

　
　
子
育
て
健
康
プ
ラ
ザ
は
５
月

４
日
以
外
は
開
館
す
る
。
帷
子
と

桜
ケ
丘
の
各
児
童
セ
ン
タ
ー
も
４

月
30
日
～
５
月
2
日
に
臨
時
開
館

す
る
予
定
だ
。

QAQA

QA

本
市
の
大
型
連
休
へ
の
対
応
は

川
かわ
上
かみ
　文

ふみ
浩
ひろ

日曜窓口の様子

　
　
本
市
の
障
が
い
者
雇
用
率
は

法
定
以
下
だ
っ
た
。
平
成
31
年
度

か
ら
の
障
が
い
者
雇
用
は
ど
の
よ

う
に
改
善
さ
れ
る
の
か
。

　
　
平
成
31
年
2
月
現
在
の
雇
用

率
は
2
・
05
％
で
３
人
不
足
し
て

い
る
。
平
成
31
年
度
か
ら
は
、
①

障
が
い
の
種
別
に
限
定
し
な
い
障

が
い
者
枠
の
正
規
職
員
採
用
試
験

の
実
施
と
療
育
手
帳
所
持
者
も
別

の
採
用
試
験
を
実
施
。
②
期
間
業

務
職
員
（
臨
時
職
員
）
の
雇
用
を

行
う
。
③
可
茂
特
別
支
援
学
校
の

実
習
生
の
受
け
入
れ
と
卒
業
生
の

就
職
に
関
す
る
学
校
と
の
連
携
。

④
障
が
い
者
雇
用
の
た
め
の
環
境

整
備
と
し
て
、
障
が
い
者
の
特
性

や
支
援
方
法
を
熟
知
し
て
い
る
専

門
職
を
支
援
員
と
し
て
配
置
す
る
。

ひ
き
こ
も
り
の
人
へ
の
支
援
体

制
は

　
　
岐
阜
県
は
平
成
29
年
度
に
ひ

き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
た
が
、
本
市
で
の
引
き
こ

も
り
の
人
へ
の
支
援
体
制
は
。

　
　
第
３
期
地
域
福
祉
計
画
に
記

載
し
て
あ
る
よ
う
に
、
高
齢
者
、

障
が
い
者
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く

生
活
困
窮
者
等
の
制
度
の
は
ざ
ま

に
陥
り
や
す
い
方
等
、
あ
ら
ゆ
る

福
祉
課
題
を
相
談
で
き
る
包
括
的

な
相
談
体
制
づ
く
り
を
検
討
し
て

い
く
。

QA

QA

障
が
い
者
雇
用
の
拡
大
を

冨
とみ
田
だ
　牧

まき
子
こ

可
児
市
第
３
期
地
域
福
祉
計
画

11　　可児市議会だより　2019.5.1



　
　
花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園
内
に

大
河
ド
ラ
マ
館
を
設
置
予
定
と
の

こ
と
だ
が
、
運
営
は
ど
う
な
る
の

か
。

　
　
隣
接
す
る
交
流
展
示
ス
ペ
ー

ス
を
含
め
、
可
児
市
大
河
ド
ラ
マ

「
麒
麟
が
く
る
」
活
用
実
行
委
員

会
が
行
う
。
併
せ
て
イ
ベ
ン
ト
や

誘
客
促
進
も
実
行
委
員
会
が
担
う
。

本
市
と
し
て
は
、
庁
内
６
課
に
ま

た
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

設
置
し
、
委
員
会
と
連
携
し
な
が

ら
、
明
智
城
跡
の
整
備
や
交
通
手

段
の
検
討
等
の
課
題
に
あ
た
っ
て

い
く
。

観
光
戦
略
に
つ
な
げ
る
に
は

　
　
逆
賊
の
イ
メ
ー
ジ
の
強
い
光

秀
を
ど
う
ア
ピ
ー
ル
し
、
ド
ラ
マ

放
送
終
了
後
の
観
光
に
も
つ
な
が

る
施
策
に
ど
う
活
か
し
て
い
く
の

か
。

　
　
明
智
光
秀
の
「
戦
が
強
く
、

理
性
的
で
愛
情
に
あ
ふ
れ
、
文
化

人
で
あ
っ
た
」
人
物
像
に
焦
点
を

当
て
、
そ
の
魅
力
を
市
内
外
に
伝

え
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
誇
り

づ
く
り
や
観
光
交
流
人
口
の
増
加

に
つ
な
げ
て
い
く
。
持
続
的
な
本

市
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
よ
う
、

大
河
ド
ラ
マ
の
活
用
を
含
め
た
観

光
戦
略
を
重
点
施
策
の
「
地
域
・

経
済
の
元
気
づ
く
り
」
の
中
で
反

映
さ
せ
、
策
定
中
の
（
仮
称
）
可

児
市
政
経
営
計
画
に
ど
う
位
置
づ

け
る
の
か
検
討
し
て
い
る
。

QAQ

A

大
河
ド
ラ
マ
の
ま
ち
づ
く
り
へ

の
活
用

髙
たか
木
ぎ
　将

まさ
延
のぶ

大河ドラマ館 平面図（案）
（花のミュージアム内）

　
　
骨
髄
移
植
等
で
抗
体
を
失
っ

た
小
児
は
ワ
ク
チ
ン
を
再
接
種
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
場
合
、

費
用
は
全
額
個
人
負
担
と
な
る
。

70
あ
ま
り
の
自
治
体
で
再
接
種
費

用
に
対
し
助
成
を
し
て
い
る
。
本

市
で
も
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
実

施
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い

る
。
定
期
接
種
の
委
託
単
価
相
当

額
を
償
還
払
い
で
助
成
す
る
。

外
国
人
受
入
環
境
整
備
交
付
金

の
活
用

　
　
本
市
は
平
成
31
年
３
月
１
日

現
在
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
２
９
２
６
人
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
３
３
９
４
人
、
中

国
人
３
７
０
人
等
を
合
わ
せ
、

７
５
８
０
人
の
外
国
人
が
住
ん
で

い
る
。
人
口
に
占
め
る
割
合
は
、

７
・
41
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

交
付
金
の
活
用
で
環
境
整
備
を
進

め
て
は
ど
う
か
。

　
　
本
市
は
現
在
４
つ
の
言
語
に

対
応
し
て
い
る
が
、
原
則
11
の
言

語
に
対
応
で
き
る
体
制
が
必
要
で
、

多
言
語
で
の
対
応
が
最
重
要
と

な
っ
て
く
る
。
11
言
語
に
対
応
す

る
翻
訳
機
器
の
導
入
、
相
談
場
所

の
改
善
、
案
内
看
板
の
設
置
、
込

み
入
っ
た
相
談
も
受
け
ら
れ
る
相

談
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
を
検
討
し
て

い
る
。

QAQ

A

ワ
ク
チ
ン
再
接
種
に
助
成
を

山
やま
田
だ
　喜

よし
弘
ひろ

本市における過去 ３ 年間の外国籍住民の推移
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市
内
の
外
国
人
児
童
生
徒
は

増
加
し
て
い
る
。
各
学
校
の
日
本

語
指
導
を
必
要
と
す
る
外
国
人
児

童
生
徒
が
日
本
語
で
授
業
内
容
を

理
解
す
る
た
め
の
学
習
環
境
に
は

ま
だ
改
善
す
べ
き
課
題
が
あ
る
。

国
際
教
室
の
教
師
加
配
は
十
分
か
。

　
　
県
は
手
厚
く
対
応
し
て
く
れ

て
い
る
が
十
分
と
は
言
え
な
い
状

況
。

　
　
国
際
教
室
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

の
有
効
活
用
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
国
際
教
室
に
は
常
備
し
て
い

な
い
が
、
特
別
教
室
等
ほ
か
の
教

室
に
あ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
共
有
し
、

有
効
利
用
し
て
い
る
。

国
際
教
室
は
全
小
中
学
校
に
は

な
い
が

　
　
国
際
教
室
の
な
い
小
中
学
校

で
は
外
国
人
児
童
生
徒
は
ど
の
様

な
状
況
で
授
業
を
受
け
て
い
る
の
か
。

　
　
通
常
学
級
で
授
業
を
受
け
て

い
る
。
担
任
教
師
や
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
に
よ
り
、
補
助
説
明
や

補
助
教
材
、
机
間
指
導
、
声
か
け

等
の
配
慮
を
し
て
い
る
が
十
分
と

は
言
え
な
い
。

　
　
国
際
教
室
の
な
い
児
童
生
徒

の
た
め
に
学
校
区
を
越
え
た
国
際

教
室
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
本
年
１
月
か
ら
今
渡
北
小
学

校
と
蘇
南
中
学
校
で
国
際
通
級
教

室
を
実
施
し
、
日
本
語
指
導
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

QAQAQ

AQA

外
国
人
児
童
生
徒
の
学
習
環
境
は

川
かわ
合
い
　敏

とし
己
み

市内小学校外国人児童数推移

　
　
国
は
自
衛
官
募
集
に
関
し
て

18
歳
、
22
歳
の
適
格
者
の
名
簿
提

出
を
求
め
て
い
る
。
国
か
ら
の
要

請
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る

か
。

　
　
平
成
29
年
度
ま
で
は
、
住
民

基
本
台
帳
法
に
基
づ
き
募
集
対
象

者
名
簿
を
閲
覧
に
供
し
て
い
た
。

30
年
度
は
防
衛
大
臣
名
で
の
紙
媒

体
等
で
の
提
供
要
請
に
基
づ
き
、

可
児
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
審
査
会
に
諮
っ
た
上
で
、公
益
上
、

特
に
必
要
が
あ
る
場
合
と
判
断
し

名
簿
を
提
供
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
自
衛
官
等
の
募
集
事
務
の
一
部

に
つ
い
て
は
、
市
の
法
定
受
託
事

務
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
名
簿
提

供
に
つ
い
て
は
妥
当
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

精
神
障
が
い
者
へ
の
就
労
支
援

　
　
精
神
障
が
い
者
を
含
め
、
障

が
い
者
の
雇
用
に
関
し
て
、
市
役

所
と
し
て
留
意
し
て
い
る
こ
と
は
。

　
　
働
く
に
当
た
っ
て
支
障
と
な

る
こ
と
や
、
本
人
へ
の
合
理
的
配

慮
を
き
ち
ん
と
把
握
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
平
成
31
年
度
か
ら

は
秘
書
課
に
障
が
い
者
支
援
員
を

配
置
し
、
市
役
所
全
体
か
ら
可
能

な
仕
事
を
切
り
出
し
て
、
障
が
い

を
持
っ
て
い
る
方
に
務
め
て
も
ら

う
仕
組
み
を
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
　
明
智
城
周
辺
の

魅
力
あ
る
整
備
を

QAQ

A

自
衛
官
募
集
へ
の
協
力
は
適
切
か

山
やま
根
ね
　一

かず
男
お

18歳 ・ 22歳等に届く自衛官募集はがき
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上
水
道
と
井
戸
水
と
の
併
用

世
帯
の
下
水
道
料
金
は
、
下
水
使

用
量
に
見
合
っ
た
料
金
に
見
直
し

が
必
要
だ
。
少
人
数
世
帯
の
「
認

定
水
量
」
が
実
処
理
量
よ
り
も
多

め
に
な
る
傾
向
が
あ
る
の
で
改
善

策
を
検
討
す
べ
き
だ
。
認
定
水
量

の
数
値
を
下
げ
て
、
負
担
度
合
い

を
下
げ
る
の
も
方
策
で
は
な
い
か
。

　
　
認
定
水
量
は
、
洗
濯
機
な
ど

の
節
水
機
能
の
向
上
、
生
活
環
境

の
変
化
に
よ
る
排
水
量
の
変
化
な

ど
の
要
因
に
つ
い
て
十
分
な
検
証

が
必
要
で
あ
る
。
独
立
採
算
を
重

視
し
つ
つ
、
よ
り
適
正
な
料
金
と

な
る
よ
う
認
定
水
量
も
検
討
し
た

い
。地

域
福
祉
増
進
、
孤
立
の
な
い

社
会
に

　
　「
高
齢
者
の
安
気
づ
く
り
」
を

進
め
る
に
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
体

制
の
補
完
が
要
る
。
い
ま
対
応
強

化
中
の
介
護
予
防
・
生
活
支
援
事

業
等
を
進
め
、
介
護
保
険
事
業
計

画
の
最
終
年
に
達
成
で
き
る
の
か
。

　
　
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
は
利
用
者
、

給
付
費
と
も
急
増
し
て
い
る
。
今

後
、
住
民
主
体
の
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
や

一
般
介
護
予
防
事
業
な
ど
を
創
設
、

充
実
さ
せ
、「
高
齢
者
の
安
気
づ

く
り
」
に
つ
な
げ
て
い
く
。
介
護

予
防
を
図
る
こ
と
で
給
付
の
伸
び

を
緩
和
し
、
最
終
年
に
計
画
値
の

範
囲
内
で
給
付
を
実
施
で
き
る
と

見
込
む
。

QAQ

A

井
戸
併
用
世
帯
下
水
料
金
の
見

直
し
を

伊
い
藤
とう
　健

けん
二
じ

地域支え合い活動紹介冊子より

　
　
児
童
虐
待
防
止
に
関
し
て
、

学
校
、
保
育
園
な
ど
各
機
関
と
の

連
携
は
。

　
　
学
校
や
保
育
所
へ
の
年
１
回

の
定
期
訪
問
の
際
に
教
員
や
保
育

士
と
情
報
共
有
を
行
い
、
連
携
を

図
っ
て
い
る
。

　
　
局
番
な
し
の
全
国
共
通
ダ
イ

ヤ
ル
「
１
８
９
」
の
普
及
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

　
　
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
の

「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
た
す
き
リ

レ
ー
」
等
の
イ
ベ
ン
ト
の
際
の
Ｐ
Ｒ

や
妊
婦
さ
ん
へ
全
員
配
布
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
な
ど
で
周
知
に
努
め
て

い
る
。
さ
ら
に
色
々
な
分
野
か
ら

の
啓
発
方
法
を
研
究
し
て
い
く
。

子
育
て
健
康
プ
ラ
ザ
マ
ー
ノ
の

活
用
を

　
　
子
育
て
健
康
プ
ラ
ザ
マ
ー
ノ

を
い
じ
め
や
児
童
虐
待
防
止
の
拠

点
と
し
て
も
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
こ
ど
も
健
康
部
で
は
関
係
機

関
と
連
携
し
た
ケ
ー
ス
へ
の
対
応

や
産
前
産
後
な
ど
の
リ
ス
ク
の
高

い
時
期
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
に
努
め
て

い
る
。
ま
た
、
発
生
予
防
の
た
め
、

全
て
の
親
子
が
孤
立
し
な
い
た
め

の
居
場
所
づ
く
り
や
相
談
場
所
の

確
保
に
努
め
て
い
る
。

　
今
後
も
子
ど
も
の
命
を
守
る
た

め
、
児
童
虐
待
防
止
へ
の
取
り
組

み
を
一
層
進
め
て
い
く
。

QAQAQ

A

児
童
虐
待
防
止
に
向
け
て

渡
わた
辺
なべ
　仁

ひと
美
み

児童相談所全国共通ダイヤル18９
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このコーナーでは、議会が
本会議以外で行っている
さまざまな活動を、写真で
報告していきます。

▼建設業連合会との懇談会� （２月12日）
　建設市民委員会は、建設業連合会との懇談会を
行いました。人材確保に苦労している現状をお聞
きし、地域課題懇談会や高校生議会など、議会の
取り組みの中で、若い世代が地元企業を知る機会
を提供できればと感じました。

▼可茂聖苑新火葬場視察� （３月４日）

　可茂衛生施設利用組合が運営する可茂聖苑（美
濃加茂市）の火葬場が新しく建設されました。４
月に開場となるのを前に視察を行い、建物や設備
について説明を受けました。

〜
議
員
と
語
ろ
う
〜

議
会
報
告
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
議
会
の
活
動
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、
ま
た
直
接
ご
意
見
を
伺
う
た
め
に
、
議
会

報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。
事
前
申
し
込
み
は
不
要

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

内
容

①
平
成
31
年
度
予
算
の
審
査
報
告

②
意
見
交
換

～
テ
ー
マ
～
　
災
害
へ
の
備
え

下
恵
土
地
区
セ
ン
タ
ー

〈
日
時
〉　
５
月
11
日
（
土
）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

土
田
地
区
セ
ン
タ
ー

〈
日
時
〉　
５
月
11
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時

桜
ケ
丘
地
区
セ
ン
タ
ー

〈
日
時
〉　
５
月
12
日
（
日
）
午
後
３
時
～
４
時
30
分

兼
山
地
区
セ
ン
タ
ー

〈
日
時
〉　
５
月
13
日
（
月
）
午
後
７
時
～
８
時
30
分

昨年11月の議会報告会の様子

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
映
し
ま
す

　「
Ｃ
Ｔ
Ｋ
タ
イ
ム
ズ 

か
に
み
た
！
」
第
２
部
の
中
で
、
平
成
30
年
度

下
半
期
の
議
会
活
動
を
お
伝
え
す
る
番
組
「
議
会
の
ト
ビ
ラ
」
を
放
映

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
放
送
　
５
月
１
日
（
水
）～
５
月
７
日
（
火
）

17
時
20
分
・
19
時
20
分
・
22
時
20
分
ほ
か

議 会 レ ポ ー ト議 会 レ ポ ー ト
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可児市議会

チョット おじゃまします

「可児市議会だより」は再生紙と環境に優しい植物油インキを使用しています。

※�今回は、和太鼓演奏の「双龍太鼓」さんに大平議員と高

木議員がおじゃまして、代表の小栗さんにお話を伺いま

した。

広報委員：どのようなきっかけで始められましたか。

小栗さん：�最初は当時の今渡公民館主催の講座からです。

せっかく集まったので、そのまま続けようとい

うことで、かれこれ20年経ちました。

広報委員：現在、何人で活動されているのですか。

小栗さん：小学 2年生から大人まで総勢42名です。

広報委員：活動の主な内容をおしえてください。

小栗さん：�2 月の定期演奏会に向け、月 ３回練習していま

す。依頼があれば、地域や企業のイベントで演

奏したり、施設に慰問に伺ったりしています。

広報委員：（子どもたちへ）双龍太鼓に参加してどうですか。

青木さん：�始めて ９年目になります。演奏会に向け、仲間

と一緒に練習できることが楽しいです。

白木さん：�発表会で初めて太鼓を打って、ちゃんと習いた

いと思い、頑張って練習しています。

広報委員：活動を通じて伝えたいことはありますか。

小栗さん：�太鼓は人づくりの手段のひとつ。人を愛する心

や人と接する時の優しい気持ちを育んでいきた

いと思っています。

取材を終えて
　子どもたちの礼儀正しい姿勢がとても印象的でした。
今渡の方だけではなく、市内から集まっているとのこと
でした。迫力ある和太鼓演奏に興味のある方はどなたで
も参加できるようです。

第 2回定例会のお知らせ

５月

28日　開会日（議案説明）

６月

�４日
�５ 日　

一般質問 ・議案質疑

�７日　予算決算委員会

10日　総務企画委員会

12日　建設市民委員会

13日　教育福祉委員会

20日　閉会日（委員長報告 ・討論 ・ 採決）

会議は午前 ９時開会の予定です。
日程は、都合により変更となる場合もあります。

地域のかがやき
地域の笑顔

広見／歌声喫茶ミニコンサート

楽しく歌って心もポカポカ

久々利／ふれあいウォーキング

パパといっしょにレッツゴー
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